
  

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 大 熊 龍 也 

 

雨交じりの朝の空気の中，子どもたちの元気な登校の姿が見られた２学期初日。どの子も，夏季休業

中に蓄えたエネルギーを秘め，一回り大きくなって学校にもどってきました。新学期が始まったこの時

期は，どの子も新たな気持ちで登校してきます。このときの気持ちを大切に受けとめて，2 学期の指導

を行ってまいります。 

夏休み作品展も始まりました。おうちの方のアドバイスやご協力があったかと思います。日々ご多忙

の中でのご支援感謝いたします。 

□２学期は 「一つずつ」を大切にして        

先日の 2 学期始業式（１・３・5 年生と２・４・6 年生の分散方式で実施）の際には，次のような話

をしました。 

「2 学期はいろいろな行事や学習等があります。その一つ一つを大切に取り組みましょう。若草小学校

には新しいお友達を含め，299名います。みなさんのがんばりを集めると299個になります。そのがん

ばりをさらに積み重ねて，できたときの笑顔の花をたくさん咲かせましょう。」 

新型コロナウイルス感染症の拡大がさらに広がり，今後の教育活動にも大きな変更が余儀なくされそ

うではあります。しかし，そうした状況だからこそ「一つずつ」を大切にすることで，子どもたち自身

が実感しながら多くの力を身に付けられるようにしたいと考えています。 

□２学期は より「一人ずつ」を大切に       

一方，いろいろな取り組みを進めるときに，一人一人の子どもたちの心への寄り添いを大切にしてい

きたいと考えています。日々の様子を注意深く見ること，内面を推し量るための「心と体のアンケート」，

適切なタイミングでの声かけなど，様々な側面から子どもの心に寄り添っていきたいと思います。2 学

期には，個人懇談も予定しております。短い時間ではありますが，保護者の方と情報を交流しながら，

一人一人の子どもを育んでいきたいと考えています。たくさんの行事等があるときだからこそ「一人ず

つ」を大切にするスタンスで臨みたいと思っています。 

□２学期は より「いのち」を大切に       

新型コロナウイルス感染症は，さらに拡大しており，保護者の方々も，学校での感染予防などご心配

な点が多くあろうかと思います。学校では，1 学期と同様，検温の確認，手洗いと手指の消毒，給食時

の黙食，密を避ける学習活動などを徹底してまいります。子どもたちには，「自分のいのちを守るために」

続けようと話しています。 

 7 月に子どもたちが持ち帰った「いのちを守るメッセージ」には様々な「自分へのメッセージ」が書

かれていました。ご覧いただいたでしょうか。（現在体育館渡り廊下に掲示中です）その中に，『毎日を

大切に生きる』『今を大切にして生きる』と書いている子がいました。それぞれが心に決めた「自分への

メッセージ」を心にもち，毎日を大切にしながら，「今」というときを大切にできるように，何か困った

ことや心配なことがあったらいつでも話せるような学校の雰囲気を醸成していきたいと思います。 
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９月６日は「胆振防災教育デー」です。本校では、

全校朝会で校長先生が防災についての講話を行いま

す。また、この日までに、各学級でも改めて防災意

識についての指導を行います。災害に対して、少し

でも落ち着いて対処できるように訓練と心の準備を

いつもしっかりとしていきたいと思います。ご家庭

でも災害等から自分の命を守ることについてお子さ

んと話し合ってみていただきたいと思います。 

 ２６日間の夏休みが終わり、９３日間の２学期がスタート 

しました。どの子も身長が伸びたようで、少し日焼けをした

児童もいました。始業式において校長先生の夏休み中の３つ

の約束（「自分の命は自分で守る。」「早寝・早起き・朝ご

はん」「お手伝い」）を守れたかどうかという話にどの児童

も耳を傾け、自分はどうだったかを真剣に考え、答えていま

した。また、児童代表が夏休みの思い出や２学期の抱負につ

いて発表しました。 

 ２学期は行事が多いので、自分の力を伸ばす共に、集団と

して協力して目標を達成しようという意欲も感じられまし

た。子どもたちが生き生きと活躍する場面を一つでも多くつ

くれるよう教育活動の充実に教職員全員の力を合わせてまい

ります。今後も一層のご理解・ご協力をお願いいたします。 

 
 
 

 

 先日、北海道教育委員会よりのお知らせ「感染しやすいデルタ株への対応」にもあったように、感染の拡大と

デルタ株の置き換わりが急速に進んでいます。近隣地域や学校関係の感染も増えています。学校においては、こ

れまで以上に感染症対策を続けていますが、保護者の皆様も改めて子どもたちとご家族の皆様の健康にご留意い

ただければ幸いです。 

 発熱の有無に関わらず、お子さんやご家族に風邪等の症状が見られる場合は、症状がなくなるまで、自宅で静

養いただきたいと思います。また、ＰＣＲ検査または抗原検査を受けることになった場合は学校へご連絡をいた

だけるようお願いいたします。さらに新型コロナウイルスの感染者やその家族への誹謗中傷等が未だに続いてい

るそうなので。そのような行為は絶対しないことをお子さんと話し合い、ご確認いただきたいと思います。 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会北海道支部（札

幌）様より、ブックパック（図書のセット）の寄贈があ

りました。２５冊のセットで、人体や宇宙、動物などを

紹介する図鑑です。先日、同支部の代表の方が贈呈書を

届けに来てくださいました。本来であれば、児童代表が

受け取るべきでしたが、新型コロナウイルス感染症予防

の観点より校長先生が代表して受け取りました。今後は

調べる学習に、大いに活用していきたいと思います。 

始業式では、とてもうれしいお知らせをする

ことができました。 

新しいお友だちが増えたことです。 

１年生2名、４年生1名、５年生1名です。 

 全校児童が２９９名になりました。早く学校

に慣れて、たくさんお友だちをつくれるよう担

任を始め、全職員で見守っていきたいと思いま

す。さらに児童の交流が広がり、思いやり心を

育んでいきたいと思います。 


